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墨字P４４とP５０を以下のように、お詫びして訂正いたします。

ｐ４４

３刷

□□外ほ外あ□ｂ□ｆ（ｘ）ｄｘ大

ーー大み大ｆ（ｘ）もわ外あ□ｂ□大
ｂ ｂ

ーー大ｆ（あ）を大ｆ（ｂ） ∫ ｆ(ｘ)ｄｘ＝［Ｆ(ｘ)］＝Ｆ(ａ)－Ｆ(ｂ)
ａ ａ

⇒

□□外ほ外あ□ｂ□ｆ（ｘ）ｄｘ大

ーー大み大ｆ（ｘ）もわ外あ□ｂ□大
ｂ ｂ

ーー大ｆ（ｂ）を大ｆ（あ） ∫ ｆ(ｘ)ｄｘ＝［Ｆ(ｘ)］＝Ｆ(ｂ)－Ｆ(ａ)
ａ ａ

ｐ５０

３刷

８.２ 転置行列

ｔ
転置行列は左上の添え字で表すので，点字でも Ａ ぎｔ大あ のように表す。

なお， ぎ が先行する文字の右上の添字の前置記号と誤読される可能性がある

場合には，この記号の前に点字特有の区切り記号 わ を置く。

⇒

８.２ 転置行列

ｔ
転置行列は左上の添字で表すので，点字でも Ａ ぎｔ大あ のように表す。

なお， ぎ が先行する文字の右上の添字の前置記号と誤読される可能性がある

場合には，この記号の前に区切り記号 わ を置く。

４刷・５刷

ｔ
転置行列は左上の添え字で表すので，点字でも Ａ ぎｔ大あ のように表す。

⇒

ｔ
転置行列は左上の添え字で表すので，点字でも Ａ ぎｔ大あ のように表す。



（以下、墨字「原文」の空白部を、空白記号 ␣ によって明確にしました。）

ｐ８０

３刷

［例］

ぱふっぱむ空・っ空あちちあむみ数１。。数１００も

Ｘ,Ｙ ： array[1..100]

⇒

［例］

ぱふっぱむ空・っ空あちちあむみ数１。。数１００も

Ｘ,Ｙ␣：␣array[1..100] （ ␣ は「空白」を表す）

ｐ８３

３刷

［例］

空空をを・語ｘｍｌ空ｖeｒｓioｎーー七数１。ｊ七

￥空eつｃたるiつれーー七ぱｓｈiｆｔ・＿ぱぱｊiｓ七

￥空・語？？

<?xml version="1.0"encoding="Shift_JIS"?>

⇒

［例］

空空をを・語ｘｍｌ空ｖeｒｓioｎーー七数１。ｊ七

￥空eつｃたるiつれーー七ぱｓｈiｆｔ・＿ぱぱｊiｓ七

￥空・語？？

<?xml version="1.0"␣encoding="Shift_JIS"␣?>



ｐ８４

３刷

［例］ num = 5

while num < 100:

num * = 2

print(num)

⇒

［例］ ｎｕｍ␣＝␣５

ｗｈｉｌｅ␣␣ｎｕｍ␣＜␣１００：

␣␣␣␣␣␣␣ｎｕｍ␣＊ ＝␣２

␣␣␣␣␣␣␣ｐｒｉｎｔ（ｎｕｍ）

ｐ８６

３刷

［例］

if (＜条件＞){

＜条件が成り立つときの処理＞;

｝

⇒

［例］

if␣(＜条件＞){

␣␣＜条件が成り立つときの処理＞;

｝

なお、５刷では奥付の連絡先を変更しました。

〒169－0075 東京都新宿区高田馬場４－11－14－102

（桜雲会内）

E-mail nitteni2021@gmail.com

ホームページ http://www.braille.jp/ 以上です。


